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問　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
誰
も
が
考
え

る
事
だ
が
、
秩
父
市
の
現
状
に
つ
い
て
。

①
営
業
ス
タ
ッ
フ
は
何
人
い
る
の
か
。

②
ど
の
様
な
職
種
を
考
え
て
い
る
か
。

③
営
業
地
域
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
。

答　

①
産
業
観
光
部
商
工
課
が
所
管
し

６
人
の
ス
タ
ッ
フ
で
推
進
し
て
い
る
。

②
情
報
処
理
産
業
、
通
販
の
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
、
食
品
関
連
産
業
等
で
小
さ
な

敷
地
で
多
く
の
雇
用
が
あ
る
企
業
。　

③
新
た
な
候
補
地
の
選
定
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
職
員
が
県
や
金
融
機
関
に
出

向
き
、
誘
致
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。

●
遊
休
工
場
に
つ
い
て

問　

こ
こ
数
年
秩
父
地
域
に
お
い
て
は

空
き
工
場
が
大
変
多
く
見
受
け
ら
れ
る

様
に
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
大
企
業
誘

致
で
な
く
、
遊
休
工
場
を
利
用
し
て
頂

く
こ
と
や
、
30
人
〜
50
人
、
規
模
の
仕

事
に
絞
り
、
地
域
の
企
業
に
紹
介
で
き

る
営
業
が
必
要
と
思
う
が
。

答　

遊
休
工
場
の
活
用
は
、
所
有
者
に

と
っ
て
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

登
録
制
度
の
充
実
を
図
り
新
た
な
産
業

の
誘
致
活
動
の
展
開
を
し
て
い
き
た
い
。

●
遊
休
農
地
の
利
用
に
つ
い
て

問　

こ
こ
十
数
年
耕
作
地
が
大
変
減
少

し
、
雑
草
が
生
茂
る
の
が
目
に
入
る
。

職
を
無
く
し
て
い
る
方
々
に
利
用
し
て

頂
き
（
少
々
時
間
は
掛
る
が
）
有
機
栽

培
を
実
現
し
、
秩
父
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
と

し
首
都
圏
に
売
り
出
す
と
共
に
、
新
し

い
産
業
の
源
と
し
た
ら
ど
う
か
。

答　

職
の
な
い
方
が
将
来
特
産
品
を
生

産
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
素
晴
ら
し
い
こ

と
。
今
後
、
市
と
し
て
は
農
林
振
興
セ

ン
タ
ー
ほ
か
関
係
各
機
関
と
協
力
を
整

え
遊
休
農
地
の
解
消
や
自
給
率
向
上
に

寄
与
す
ベ
き
事
業
を
行
っ
て
い
く
。

問　

①
国
道
１
４
０
号
押
堀
交
差
点
に

右
折
レ
ー
ン
の
設
置
が
で
き
な
い
か
。

答　

埼
玉
県
で
進
め
て
い
る｢

人
に
や

さ
し
い
道
づ
く
り｣

を
目
標
に
、
安
全

を
確
保
す
る
た
め
に
、
渋
滞
や
交
通
事

故
を
減
ら
す
た
め
に
交
差
点
整
備
し
て

い
る
。

　

県
道
・
市
道
が
複
数
交
わ
っ
て
い
る

交
差
点
だ
が
整
備
す
る
よ
う
今
後
、
県

土
整
備
事
務
所
に
要
望
し
て
い
く
。

問　

②
花
の
木
小
・
秩
父
高
校
の
北
面

市
道
に
速
度
表
示
版
と
路
側
帯
を
設
置

で
き
な
い
か
。

答　

通
学
路
の
安
全
確
保
を
目
的
と
し

て
路
側
帯
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
設
置

を
順
次
進
め
て
い
る
。

問　

③
大
滝
地
域
の
強
石
・
落
合
地
区

に
浸
透
式
の
舗
装
が
で
き
な
い
か
。

答　

現
在
、
日
野
田
か
ら
黒
谷
ま
で
浸

透
式
舗
装
を
進
め
て
い
る
、
質
問
の
地

域
に
つ
い
て
個
々
に
対
応
す
る
事
も
可

能
だ
と
県
か
ら
聞
い
て
い
る
。
引
き
続

き
要
望
し
て
い
く
。

●
路
線
バ
ス
お
よ
び
市
営
バ
ス

運
行
に
つ
い
て

問　

三
峰
地
区
と
大
血
川
地
区
へ
の
運

行
計
画
は
。
鉄
道
と
の
連
絡
時
間
の
短

縮
を
。

答　

大
滝
地
区
の
公
共
交
通
の
再
編
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
地
域
の
皆
さ
ん
や

大
滝
総
合
支
所
と
協
議
を
進
め
な
が
ら

10
月
の
再
編
に
併
せ
て
実
施
で
き
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

連
絡
時
間
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
西

武
観
光
バ
ス(

株)

へ
ダ
イ
ヤ
調
整
を

要
望
し
て
い
く
。

◎
40
才
・
50
才
代
の
脳
疾
患
に
よ
る
療

養
後
の
就
労
支
援
に
つ
い
て

企
業
誘
致
と
雇
用
対
策
に
つ
い
て

彩
政
会　

五
野
上　

茂　

次

お
年
寄
り
・
子
ど
も
に
優
し
い
道
づ
く
り

日
本
共
産
党
秩
父
市
議
団　

山　

中　
　
　

進
通学路の安全

秩父市民農園の様子
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問　
「
子
宮
頸
が
ん
は
、
予
防
す
る
病

気
。」
こ
れ
が
世
界
の
常
識
で
あ
る
。

日
本
で
は
対
策
が
遅
れ
、
年
間
３
千
５

百
人
の
女
性
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
私

が
初
め
て
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
公

費
助
成
に
つ
い
て
質
問
し
て
か
ら
１
年

半
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公
費
助
成
に
向

け
取
組
む
自
治
体
が
増
え
て
き
た
。
秩

父
市
の
公
費
助
成
に
よ
る
接
種
は
い
つ

か
ら
、
ど
ん
な
方
法
で
実
施
す
る
の
か
。

答　

平
成
23
年
度
当
初
か
ら
、
子
宮
頸

が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
助
成
を
開
始
す

る
こ
と
を
目
標
に
、
助
成
金
額
等
に
つ

い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

問　

細
胞
診
と
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
の
併
用
で

精
度
の
高
い
検
査
を
導
入
す
べ
き
と
考

え
る
。
市
の
取
組
み
は
。

答　

平
成
22
年
度
よ
り
、
細
胞
診
に
よ

る
一
次
検
査
で
、
要
再
検
査
等
の
判
定

者
に
二
次
検
査
と
し
て
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
を

実
施
。前
が
ん
病
変
を
発
見
で
き
る「
ベ

セ
ス
ダ
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
た
。

●
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

問　

人
気
の
あ
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

事
業
へ
の
見
解
と
、
今
後
の
取
組
み
は
。

答　

３
年
間
を
ひ
と
つ
の
区
切
り
と
し

て
事
業
を
検
証
。
多
く
の
方
か
ら
「
感

動
し
た
。
素
晴
ら
し
い
。」
と
の
声
が

あ
る
一
方
で
費
用
対
効
果
が
高
く
な
い
。

今
年
度
は
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
よ
う
な
取
組
み
を
検
討
す
る
。

◎
父
子
家
庭
へ
の
児
童
扶
養
手
当

◎
赤
ち
ゃ
ん
の
駅　

◎
国
民
読
書
年
の
取
組
み　

◎
消
費
生
活
相
談
窓
口
の
充
実　

◎
花
の
木
市
営
住
宅　

◎
太
陽
光
発
電
の
補
助
制
度　

◎
小
・
中
学
校
の
地
デ
ジ
対
策

問　

木
の
家
促
進
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

答　

秩
父
産
の
木
材
利
用
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
秩
父
産
木
材
の
利
用
拡

大
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

秩
父
産
木
材
を
使
っ
た
住
宅
へ
の

貸
付
制
度
は
。

答　

秩
父
産
木
材
の
利
用
促
進
に
つ
な

が
れ
ば
効
果
が
上
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
、
さ
ら
に
調
査
、
検
討
し
て
い
く
。

問　

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
木
材
、
森
林

の
大
切
さ
、
木
の
良
さ
を
学
習
、
体
験

で
き
る
よ
う
な
施
設
は
で
き
な
い
か
。

答　

建
設
予
定
地
の
確
保
、
財
源
等
の

問
題
か
ら
、
早
期
の
実
現
は
難
し
い
。

今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

●
小
さ
な
命
を
大
切
に
す
る
社

会
問　

子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
に
育
つ
た

め
に
、
生
活
の
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
、
ペ
ッ
ト
は
か
け
が
え
の
な
い
、

家
族
の
一
員
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、

ペ
ッ
ト
と
共
生
で
き
る
、
命
に
や
さ
し

い
社
会
を
築
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

最
近
は
、
殺
処
分
の
数
が
多
く
な
っ
て

き
て
い
る
が
、
去
勢
、
不
妊
手
術
に
対

し
て
費
用
の
一
部
助
成
が
で
き
な
い
か
。

答　

県
内
で
は
い
く
つ
か
の
自
治
体
が

こ
の
助
成
制
度
を
取
り
入
れ
て
い
る
が
、

他
市
町
村
や
秩
父
管
内
の
動
向
を
考
慮

し
た
う
え
で
検
討
し
て
い
く
。

問　

捨
て
犬
や
猫
等
の
苦
情
と
対
策
は
。

答　

む
や
み
に
餌
付
を
し
な
い
よ
う
に

指
導
し
て
い
る
。

◎
口
蹄
疫
対
策
に
つ
い
て

◎
幼
稚
園
、
保
育
所
の
扇
風
機
の
設
置

状
況
に
つ
い
て

女
性
の
命
を
守
る
、

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
公
費
助
成
を

公
明
党　

福　

井　

貴　

代

木
の
家
促
進
事
業
の
推
進公

明
党　

大
久
保　
　
　

進

中心市街地活性化に寄与する事を検討中のイルミネーション

小さな命を大切にする社会
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問　

雇
用
の
促
進
は
、「
最
も
重
要
度

が
高
い
の
に
最
も
満
足
度
が
低
い
」
と

の
市
民
評
価
。
地
場
産
業
や
地
元
企
業

の
支
援
、
障
が
い
者
雇
用
の
促
進
、
雇

用
労
働
相
談
窓
口
の
継
続
・
強
化
等
、

雇
用
を
推
進
す
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

答　

地
域
経
済
の
活
力
を
高
め
る
に
は
、

既
存
企
業
を
元
気
づ
け
る
こ
と
が
何
よ

り
で
、
地
域
全
体
で
支
援
し
た
い
。
ま

た
、
市
と
し
て
障
が
い
者
の
積
極
的
な

採
用
を
今
後
も
進
め
る
。
天
ぷ
ら
油
再

生
事
業
で
の
障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て

は
、
関
係
者
と
相
談
を
始
め
て
い
る
。

●
観
光
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

問　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
の
活
性
化
策
と

し
て
、
花
の
回
廊
や
プ
ー
ル
の
時
期
に

合
わ
せ
た
農
産
物
等
直
売
テ
ン
ト
の
開

設
は
。
ま
た
、
浦
山
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン

タ
ー
等
で
は
観
光
案
内
の
拡
充
が
必
要
。

答　

直
売
テ
ン
ト
は
、
周
辺
農
業
者
と

も
相
談
し
て
売
り
上
げ
収
入
が
上
が
る

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
検
討
。
観
光
案
内

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
案
内
拡
充

や
案
内
板
の
新
設
等
、
充
実
し
た
わ
か

り
や
す
い
案
内
を
実
施
し
た
い
。

●
婚
活
支
援
に
つ
い
て

問　
「
農
業
で
婚
活
」
等
、
各
自
治
体

が
婚
活
支
援
に
積
極
的
だ
が
秩
父
市
は
。

答　

晩
婚
化
・
未
婚
化
の
意
識
改
革
や

社
会
福
祉
協
議
会
で
行
っ
て
い
る
イ
ベ

ン
ト
・
相
談
の
改
善
等
が
考
え
ら
れ
る
。

●
自
転
車
運
転
安
全
教
育
の
徹

底
問　

自
転
車
の
危
険
運
転
防
止
に
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
自
転
車
免
許
制
度
導
入

や
安
全
教
育
の
徹
底
が
必
要
で
は
。

答　

県
の
自
転
車
運
転
免
許
制
度
に
吉

田
小
が
取
り
組
み
、
各
小
学
校
で
交
通

安
全
教
室
を
実
施
し
て
い
る
。
引
き
続

き
交
通
安
全
教
育
を
徹
底
し
た
い
。

問　

随
意
契
約
に
よ
る
事
業
発
注
対
象

業
者
は
物
品
購
入
等
も
含
め
何
社
か
。

見
積
り
は
何
社
か
ら
取
る
の
か
。
各
事

業
部
ご
と
の
金
額
、
件
数
、
主
な
代
表

的
な
事
業
を
う
か
が
う
。

答　

随
意
契
約
、
競
争
入
札
を
問
わ
ず
、

工
事
等
の
発
注
ま
た
は
物
品
購
入
す
る

場
合
、
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
に
よ

り
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
あ

り
、
現
在
、
建
設
工
事
等
に
２
２
５
３

社
、
物
品
に
１
２
４
５
社
が
登
録
さ
れ
、

随
意
契
約
に
つ
い
て
も
特
別
な
場
合
を

除
き
２
社
以
上
か
ら
見
積
り
を
提
出
し

て
も
ら
い
、
競
争
性
の
確
保
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
平
成
21
年
度
に
お
け
る

随
意
契
約
発
注
件
数
は
１
０
９
７
件
で

金
額
は
15
億
１
４
０
４
万
円
で
主
な
内

容
は
管
理
業
務
お
よ
び
保
守
点
検
等
の

委
託
料
が
４
０
０
件
、
金
額
で
７
億
５

０
９
万
円
。
ま
た
、
１
３
０
万
円
未
満

の
工
事
４
４
１
件
、
金
額
で
２
億
５
７

３
９
万
円
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
財
務

部
の
件
数
は
70
件
で
２
億
３
８
５
９
万

円
で
、
主
な
内
容
は
市
民
会
館
指
定
管

理
料
２
４
１
６
万
円
、
契
約
相
手
先
は

秩
父
地
域
振
興
公
社
で
あ
る
。

　

地
域
整
備
部
の
所
管
件
数
は
４
１
１

件
で
３
億
７
２
８
７
万
円
、
主
な
内
容

は
芝
桜
対
策
事
業
委
託
料
８
９
２
１
万

円
で
相
手
先
は
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
。

秩
父
市
地
図
情
報
共
用
デ
ー
タ
化
委
託

料
４
６
９
３
万
円
で
あ
る
。

　

総
務
部
の
所
管
件
数
は
１
０
９
件
で

８
４
２
８
万
円
、
主
な
内
容
は
基
幹
系

業
務
デ
ー
タ
移
行
業
務
３
１
５
０
万
円

で
相
手
先
は
両
毛
シ
ス
テ
ム
ズ
で
あ
る
。

◎
外
国
人
か
ら
の
子
ど
も
手
当
申
請
状

況
に
つ
い
て

◎
職
員
採
用
関
係
に
つ
い
て

市
民
満
足
度
調
査
に
み
る
雇
用
対
策

金　

崎　

昌　

之

市
の
発
注
事
業
に
つ
い
て
（
随
意
契
約
）

上　

林　

富　

夫

交通安全教室の様子

公園内管理業務の委託契約（芝桜まつり期間中）
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いっぱんしつもんいっぱんしつもん

問　

本
会
議
初
日
の
市
長
の
あ
い
さ
つ

で
（
仮
称
）
ふ
る
さ
と
学
習
セ
ン
タ
ー

構
想
が
述
べ
ら
れ
て
、
市
民
会
館
の
改

修
に
つ
い
て
、
合
併
特
例
債
を
使
っ
て

の
事
業
説
明
が
あ
っ
た
が
、
ふ
る
さ
と

学
習
セ
ン
タ
ー
準
備
室
の
作
業
お
よ
び

用
地
交
渉
の
進
捗
状
況
は
。

答　

秩
父
宮
記
念
市
民
会
館
は
、
昭
和

42
年
３
月
に
竣
工
で
43
年
経
過
し
て
い

る
。
市
庁
舎
は
48
年
経
過
し
て
お
り
共

に
耐
震
性
、
老
朽
化
の
両
面
か
ら
対
策

を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
改
築
等

に
つ
い
て
今
後
市
民
へ
の
周
知
を
行
い
、

財
政
面
で
は
合
併
特
例
債
の
活
用
を
前

提
に
「
ふ
る
さ
と
学
習
セ
ン
タ
ー
準
備

室
」
を
設
立
し
作
業
を
開
始
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
学
習
セ
ン
タ
ー
設
立
準
備

室
は
２
人
の
専
任
職
員
と
７
人
の
兼
職

で
構
成
。
市
行
政
全
体
に
関
わ
る
た
め
、

次
長
、
課
長
級
職
員
20
人
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
と
若
手
職
員
60
人
で
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
て
、
各
施

設
の
基
本
調
査
、
現
状
調
査
等
の
検
討

作
業
そ
し
て
課
題
を
含
め
た
、
た
た
き

台
と
な
る
案
を
作
成
し
て
い
る
。

　

こ
の
案
を
基
に
し
て
、
市
民
の
参
画

を
得
て
「
基
本
方
針
」
を
完
成
さ
せ
る
。

そ
の
た
め
に
、
市
民
が
参
画
す
る
懇
話

会
等
の
募
集
案
内
を
検
討
し
、
市
報
８

月
号
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
市
民

へ
の
周
知
活
動
を
行
う
。

　

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
と
の
土
地
交
渉
は

２
回
。ま
た
、跡
地
の
現
地
調
査
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
は
設
立
準
備
室
が
中
心

と
な
り
、
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
と
の
交
渉

な
ら
び
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
お
よ

び
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
と
協
議
を
重

ね
て
い
く
予
定
。

市
民
会
館
の
改
築
計
画
に
つ
い
て

市
民
ク
ラ
ブ　

荒　

船　
　
　

功
秩父宮記念市民会館

請願・陳情はこんな方法で ••••請願・陳情はこんな方法で ••••請願・陳情はこんな方法で ••••
　請願を市議会へ提出する場合は、
次の様式で作成し、議会事務局へ提
出して下さい。

①請願・陳情の件名
　（「◯◯に関する請願」または
　「◯◯に関する陳情」）
②要旨・理由
　（内容は簡単明瞭に）

③ 請願・陳情者の住所、氏名及び押
印（多人数で請願・陳情する場合
は、必ず代表者を決めてください。）

④ 請願は１人以上の議員の紹介が必
要です。紹介議員の署名又は記名
押印を受けてください。陳情も様
式は請願と同じですが、紹介議員
は必要ありません。

⑤ 請願・陳情の提出はいつでも受け

付けますが、当該定例市議会にか
かるものは、事務処理の都合上、
定例市議会の招集初日の正午まで
に提出をお願いします。
⑥ 請願・陳情の様式は、Ａ４判縦、
横書きでお願いします。
⑦ 詳しくは議会事務局へお問い合わ
せください。
　（下記は請願書様式です。）

◯◯に関する請願者名簿

住　所 氏　名 印

請
願
者
が
多
人
数
の
場
合

◯◯に関する請願
趣旨
◯◯◯◯ ····。
説明
◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯ ····。
上請願します。

平成◯年◯月◯日
請願者（代表者）住所
　　　氏　　名　㊞

秩父市議会
議長　◯◯◯◯様

（
文
例
）

請　願　書

紹介議員
氏　　名　㊞
　（署名または記名押印）

表
紙


